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あるいは興味を持っている，知りたいと答えた学

生はへき地での教育実践を前向きにとらえている

ことが示唆された。

更に，離島・僻地の児童・生徒のキャリア教育

のためにも大学での取り組みが必要との認識はあ

るが，本実践の舞台となる与那国島へは渡航費用

や滞在費の負担が大きいため，生涯教育課程島喚

文化教育コースの学生数名の交流（教育実習派遣

など）に止まっているのが現状であり，小学校教

員養成コースとして大学と小・中学校両方向から

どのように考えていくかは大きな課題であると捉

えている。

本稿は，平成21年度琉球大学「2１世紀沖縄子

ども教育フォーラム」において実施した申請型プ

ロジェクト「ドゥナンから未来へ発信～与那国

の児童・生徒と教育学部学生の目的意識の高揚～」

の一部として，琉球大学と沖縄最西端の与那国町

立久部良小・中学校の双方向から，教員としての

積極的進路選択・力量形成，児童・生徒の目的意

識の高揚の可能性を探ることを目的として実施し

てきた試みの検証である。入学早期の１年次学生

を対象としている事も特徴のひとつである。これ

までに取り組みの具体的内容の報告（2009.10.

琉球大学教育学は平成21年４月学校教育教員養

成課程に小学校教員養成コース教育実践学専修を

新設した。入試においては県内高校推薦枠や県内

地域指定（離島・へき地）推薦枠を設けるなど沖

縄県の島喚,性を意識した専修となっている。沖縄

県で教員になるという事は，期間に長短はあるが，

沖縄県の公立小中学校の40％に及ぶ離島・へき地

校での教育に携わる事を意味する。沖縄県の場合，

小学校では欠学年が存在する５学級以下の極小規

模校も多く，離島だけでなく沖縄県本島北部地区

を中心に年々増加傾向にある。吉田ら（2007）は

沖縄県教育委員会の公立学校教職員定期人事異動

の概要から，人事の方針として新規採用２校目を

原則離島やへき地の学校にしていること，定年退

職までに最低でも２回は離島・へき地勤務になる

こと等を明らかにしている。一方，浅井・吉田

(2009）は琉球大学教育学部生１～４年生男女281

人を対象に離島・へき地教育に関する知識や特』性

認知を調査し，197人から回答を得たが，へき地

校勤務を希望する学生は半数弱であった。また，

へき地での教育の実際を何らかの形で知っている，

＊教育学部教育実践学専修

*＊与那国町教育委員会

***与那国町立久部良小学校
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２９第２回研究会報告者：浅井利眞）や学生によ

る実施報告ポスターセッション（2010.36

第４回フォーラム報告者：宮里洋平他学生12人）

を行ってきており，本稿はそこで報告できなかっ

た学生の教員としての積極的進路選択・力量形成

に関わる部分を中心に論じる。

本稿では，主として大学生の変化についてのみ

論述するが，交流相手となった与那国島は日本の

最西端にあり，東西に約12kｍ，南北４ｋｍ，周囲

27.49kｍの南海に浮かぶ孤島である。県都那覇よ

り520kｍ，石垣市より127kｍ，外国である台湾ま

で120kｍの国境の島で，久部良小・中学校はその

与那国にある学校の中でも最西端にある学校であ

る。生徒数は久部良小学校35人，久部良中学校

22人で複式学級を持つ小規模校である。子ども達

は地域に誇りを持ち，積極的に地域行事に参加し

体験活動を実施している。しかし，島内に高校が

無いため，義務教育終了とともに進学のために親

元を離れ，寮生活や自立した生活を余儀なくされ

ている。よって，小学校段階から，島外の,盾報に

触れさせ，あこがれや夢，希望を持たせる必要が

ある。同世代の子ども達の暮らしぶりや島出身の

先輩方の暮らしぶり，琉球大学教育学部で学ぶ学

生とライブで交流することにより，島外へ出る場

合の不安から，夢や希望，志へと変わっていくこ

とが期待できる。さらに，琉球大学教育学部の学

生（離島・僻地出身者含む）が，直に学習指導し

たり，交流したりする事により，これまであまり

身近ではなかった大学進学を含む具体的なモデル

を提示でき，更なる目的意識の高揚や主体的進路

選択につなげられると考え、双方向からの効果を

期待した。

午後は中学校の夏休み基礎学習会での学習支援と

子供会との交流などに参加させていただいた。２

回目については，2010年２月14日～21日までの８

日間午前中は小学校・午後は中学校の授業中の学

習サポートとして教室で学習支援をし，地域の駅

伝大会に参加したり子ども会の高校合格ウォーク

ラリーなどに12人が参加した。具体的な内容やそ

の時々の感想、思いは図３の学生の実施報告ポス

ターをご覧いただきたい。１回目の参加者10人全

員が２回目もぜひと参加を希望した事や小学校の

先生方から，可能なら子どもたちと顔なじみの大

学生を今度は授業中に支援員としてという要望が

あったために，ほぼ同じ学生の構成となった。た

だし，インフルエンザ濃厚接触の疑いによる渡航

自粛した学生１名と新しく希望をした３人が加わ

るなど，多少の変動があったため，本稿における

データは，その収集した時期と内容によって，１

度目に参加した10人と２度とも参加できた９人あ

るいは参加者全員13人を対象とした場合がある。

以下の３つの方法で，学生の変化をとらえる。

１イメージ変化について

８月の交流・学習支援前後に「あなたが授業や

教師に対してどのようなイメージを持っているか

を比噛で表現してください。たとえば記憶は

〔雲〕のようだ。なぜならすぐに消えてしまう。

こどもは〔わたがし〕のようだ。なぜならふわ

ふわしていて夢があるというように，あなたの

イメージにしたがって，たとえる言葉を記入し，

比噛の説明を行ってください。比職は，できるだ

け多く作ってください」と指示し，「授業は」「教

師は」「教えることは」「(空欄)」について記述さ

せた。尚，２月については複数回記述による慣れ

が懸念されたため，行わなかった。Ⅱ対象者及び調査方法と内容

本取り組みは，単年度予算で行われたため，学

生に単位を与えるような従来の実習や講義とは異

なっている。そこで29人の実践学専修所属１年次

学生に呼びかけて希望者を募るという方法をとっ

た。渡航費と宿泊費の実費のみを予算計上し，そ

の他の経費は自己負担であり，活動はボランティ

アである。１回目は10人が2009年８月22日～31日

までの10日間与那国島に滞在し，午前中は小学校．

２教職意識

「自分のつきたい職業はかなり絞れている」

｢就職してから役立つ知識を得る事に大きな関

心を持っている」「どのような職業でも一応はやっ

ていけると思うので，あまり選択の幅を狭めたく

ないと思う」「職業の決定では，どのようなもの

を考慮して決めて良いのか，よく分からない」に

ついて７：全くそう思う，６：かなりそう思う，

－７４－
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５：ややそう思う，４：分からない．どちらでも

ない，３：あまりそう思わない，２：かなりそう

思わない，１：まったくそう思わないからもっ

とも当てはまる数字にマルをつけさせた。なお，

｢どのような職業でも一応はやっていけると思う

ので，あまり選択の幅を狭めたくないと思う」

｢職業の決定では，どのようなものを考慮して決

めて良いのか，よく分からない」は１年次におい

ては高く出ることが予想されたり，必ずしもネガ

ティブな項目と捉えることはないが，教員養成を

目的とした課程の所属であることや教職をめざす

意識という面からはネガティブ項目と位置づけ，

逆転項目として算出した。よって，本データで示

す場合，すべての項目において高得点なほどルー

ダーチヤートの外円に近いほど）教職意識は高い

と解釈していく。

した（Ａ)。

前は自分が授業を受ける立場であるが後は自分

が授業をする側の立場として書くようになってい

る。具体的な学校におけることが想像できるよう

になっていると感じる（Ｂ)。

個数が多くなった。今回学習支援をしたり，子

どもたちとの交流をとおして，自分の考え方が大

きく変わったからだと思います（Ｃ)。

書くときに子どもたちの顔が出てきた。自分が

与那国で研修した事をふまえて書けた（Ｄ)。

前は漠然としていてあまり例が考えられません

でした。しかし今回は，項目を考えるたびに久部

良小学校の授業や児童の顔が頭に浮かび，とても

考えやすくすらすらと書くことができました。児

童と直接関わりを持つことで、実際の現場に触れ

た事がとても良い経験になりました（Ｆ)。

前で私は，授業は機械のようだ（省略）と書き

ました。後では教えることはたまてばこのようだ

(省略）と書きました。教える事，授業する事は

実践で学ばないとその大変さや喜びがわからない

と思う。その他も今見ると，今の私では考えられ

ないような浅はかな考えのように感じた（Ｈ)。

前は教師は子どもにとってはとても高い存在の

ように書かれていましたが，後は確かに高いのだ

けれども高いだけでなく近い存在でもあると書き

ました。教える事は子どもから得る事が多いと書

きましたが，今回は自分が子どもたちに与えられ

ることも多いと思いました（Ｊ）。

これらの記述から，短期間ではあっても，児童・

生徒や現場の教師と同じ場にいて直接関わったこ

とは，彼らの授業、教師、教える事のイメージに

３学生自身の変化についての記述

１と２を考察するに当たっては，学生の振り返

りの記述を用いている。

教育実践学専修学生の４年間を通した教職意識

の変化は，年次指導教員である道田によって個別

の「聞き取り」方法で計画実施されているが，今

回は与那国での体験前後を取り出して，自己の変

化について浅井が記述させた資料を用いる。物理

的に１人づつの聞き取りが困難であったため，学

生本人に「変わった項目とその理由について」記

述を依頼し回収した。

Ⅲ結果と考察

１イメージ変化

図１は交流・学習支援体験前後のイメージ数の

総数の変化を示した。全体的に増えており，特に

｢教えることは」についての記述数は倍になって

いる。

具体的な記述を表１の交流・学習支援前後のイ

メージ変化に示した。その変化について，各人が

振り返って記述した部分を交流を終えた反省記録

から取り出してみる。なお，表中のＡＢＣ..と

記述の後に示したＡＢＣ・・は対応している。

前よりも後は具体的な事を書いていて，どちら

かと言うと子ども目線よりも教師目線だと思いま 図１体験前後のイメージ数の変化（10人合計）

－７５－
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表１ 交流・学習支援前後の比噛表現変化
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大きな影響を与えていた。教師を目指す学生たち

にとって，これらのイメージや子どものとらえ方

は好ましい方向へシフトしていると評価できた。

①自分のつきたい職業

はかなり絞れている

２教職意識の変化

教職意識の全員の交流前、１回目（夏)，２回

目（冬）の平均得点を図２に示した。大きな変化

は見られず，必ずしも交流・学習支援体験によっ

て高くなってはいなかった。

そこで，前，１回目，２回目の合計点の差が大

きかった（４点以上）ＤとＧの個人得点の変化を

図２－１と図２－２に示してみた。やはり，経験

によって一方向に序々に高くなるというよりも，

高くなったり低くなったり，また少し戻ったりと

いう変化であった。教職をめざす意識は，短期間

に変化するものではなく，具体的な経験によって，

迷ったり，考えたりしながら変化していくものだ

と言えよう。２人とも１回目終了後は２回目もぜ

ひ参加したいと意欲的に希望したことから，低く

なった部分を見極めながら，寄り添い見守り，ア

ドバイスしていく事が必要だと考えている。

また，前より１回目の交流後に「自分のつきた

い職業は絞れている」項目が６点から３点に急下

降した学生の記述には，「前のアンケートでは私

ははっきりと教師になるという目標を持っていて，

目指し続ける気持ちでいっぱいでした。今回（１

回目）は私のこの１週間を振り返ると，教師にな

るとはっきりは言えなくなりました。生徒と交流

するのは正直楽しかったです。しかし，私を教師

の卵とみるととても志が低く感じました。子ども

たちと仲良くするだけで学力を上げる手助けのた

めに特別なことを準備してやったわけではありま

せん（中略）私はこの１週間でいろんな自分を見

つけました。いろんな子どもたちの表情を見まし

た。大学の座学では決して出来ない体験をし，教

員という職業，自分自身についてたくさん考えさ

せられました。（中略）ぜひ次回も参加させてく

ださい。その時は今よりステップアップした考え

を持った私で行きます」と記している。低下した

理由は自分自身や教師という仕事と真蟄に向かい

あった結果であり，今後の成長に大いに期待でき

ると考えている。

④職業の決定では、

どのようなものを

考慮して決めて良

いのか、よく分か

らない（逆転表示）

②就職してから役

立つ知識を得るこ

とに、大きな関心
を持っている

一前

……１回目

－－－２回目
③どのような職業でも

一応はやっていけると

思うので、あまり選択

の幅を狭めたくないと

思う（逆転表示）

図２教職意識の変化全員の平均得点
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を持っている

ムェ②

￣￣ロー月Ⅱ

…･･･１回目
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③どのような職業でも

一応はやっていけると

思うので、あまり選択

の幅を狭めたくないと

思う（逆転表示）

図２－１比較的差があったり
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図２－２比較的差があったＧ
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３学生自身が記述した離島体験からの学び

自由記述から，離島経験からの学びに関する記

述を拾ってみる。

・離島での生活は現地でないとわからない事だら

けでした。教育に関しては本島との違いがはっ

きり分かりました。やはり離島での教育はとて

も大変な事が多いと感じました。しかし，離島

ならではの良さもあり，自然を使ったものがと

ても多い気がしました。子どもたちは皆いい子

だったので。幸運だなと思いました（Ａ）

・離島の１クラスあたりの人数の少なさに驚きが

あった。そのため，１～６年生までが兄弟感覚

となっており，一体感を感じた。また、教員が

草刈りなど作業する事も多い。いろんなことを

現場で体験して離島の現状を知ることができて

とてもよかった。自分のかかわった子どもたち

の成長をぜひ見たい。（Ｂ）

・子どもたちとのふれあいが多く待てるという面

では，とてもメリットが多いと感じました。し

かし，‘情報が少ないということで、本島との差

がつくので教える立場としては難しいことが多

くなると思った。自分が教えた子どもの成長も

楽しみですが，新しい別の子どもたちとも関わっ

てふれあってみたい。私自身も大きくなれるの

で、また来たい（Ｃ）

・離島だから人数が少なく，その分個性が強くな

るから，ひとりひとりに合わせた学習は大事な

んだなと思った。地域の連携がとても強い。似

たような子はたくさんいるけれど同じ子は一人

もいないとＹ先生から教えてもらいました。実

際に関わってみて全くその通りだと思いました。

子どもによって接し方を少し変えることで彼ら

のやる気を出させるんだと思った。（Ｄ）

・離島の子どもたちは素直で純粋な子が多く，物

事に対しての集中力が大変優れていると感じま

した。しかし，島特有の時間の流れがあり、授

業スピードもゆっくりしているという問題を感

じました。１年生を１時間授業に集中させるの

は難しく，指導の難しさを知りました。最終日

には１年生から手紙をもらい，また来てねとい

う言葉に本当に感動した（Ｅ）

・離島の授業は，児童数が少ないので静かだと思っ

ていましたが，実際はクラス全員がはきはきと

発言していて，とても賑やかで驚きました。マ

イナスの面もあるけど，全員が生き生きしてい

て,スポーツにも積極的だとわかりました。島

で１．２日は虫も多く，暑く，生活していくの

は難しいだろうと思ったけど，今では馴れて生

活できる自信がつきました。人間関係も結びつ

きが強く，いいところだと感じました。（Ｆ）

・今回の交流は宝物となるような貴重な体験とな

りました。ほとんどの事が初めてのことだらけ

で，１日１日がとても濃いものになりました。

（中略）複式学級の大変さや小学校から中学校

まで仲良しで強い絆を持った児童は沖縄本島で

はほとんどないと思います。毎日帰りの車の中

で１日あった出来事を興奮しながら話し合いま

した。この交流は小さいころから学校の先生に

なりたいという私の夢を思い出させてくれまし

た。（Ｈ）

・子どもが好きということを教師になりたい理由

にあげていたのですが，今回小学生を教えて，

難しくて，そんな理由で教師を目指していいの

か不安になったし、逆に子どもたちに迷惑なん

じゃないかと思ってもっと考えていこうと思い

ました。今まで，授業というのは教師が前に立っ

て導かないといけないと思っていたのですが，

ここではペースの遅い児童に合わせて進めてい

たりして，改めて授業は子どもたちが主役であ

るということを感じました。また，先生と生徒

はある程度距離を持たないといけないと思って

いたけど，一緒に釣りに行ってコミュニケーショ

ンをとっていたりして新鮮でした。（１）

・離島教育は複式学級など色々難しい点が多いに

も関わらず，子どもたちが本当に素直だったの

でうまく教える事ができたと思います。わから

ないときはすぐ，「先生」と言って質問してく

れるなど，本島の子どもたちよりも積極的な姿

勢が見られたと思います。子どもたちとの交流

はとても為になって，自分の成長につながると

思います。（Ｊ）

はじめての離島，教える経験で,まだまだこれ

からだが素直な感想であり，私たちが大切にして

いきたい教職をめざす芽生えや可能性を感じさせ

る。離島，特に本島から一番遠く，日本でいちば

ん都市化が進んでいないと言われる離島での交流．

－７９－
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学習支援体験は，自分自身が育ってきた生活や学

校生活とは異なるがゆえに附属学校などでの体

験とはまた異なる新鮮な経験としてとらえられた

かもしれない。

彼らに対して，小学校の校長先生からは「教師

を目指す学生と純朴なへき地の子どもたちとの交

流。子どもたちは関わった分だけ成長するもの。

子どもの成長とともに学生さん達の成長も垣間見

ることができました。子どものそばにいて子ども

に寄り添い、子どもの目線に立って子どもと一緒

に笑顔で行動する教師の卵たちが，今後理論を学

んでいく中でどのような育ちをしていくのか．．。

』愉しみです｡」とのメッセージをいただいた。

離島・へき地の小・中学校現場が大学生に期待す

る事も含めて大学教員や教育現場，教育委員会を

交えた討論も今後の課題としたい。

日常から離れて離島で行う交流や学習支援体験

は学生にとって，大変インパクトのある貴重な経

験になることはわかったが，旅費の問題が課題と

してあげられる。与那国島に限って言えば，昨今

の状況では外国ツアーより高い旅費であり，学生

に全額負担させることには無理があり，更には，

インフルエンザへの対応のために安価な変更不可

能な航空券使用ができないこと等実際に学生を派

遣・引率指導してわかったドゥナン（渡難）もあっ

た。質の高い教員養成や大学の地域貢献の立場か

ら，志ある学生を後押しできる継続的な支援制度

が望まれる。Ⅳまとめと今後の課題

次ページの図３は，学生たちがポスター発表の

ためにまとめたものである。ひとつひとつの過程

を追いながら聴衆に自分自身の成長を語る姿は，

体験に裏打ちされた自信にあふれていた。

与那国島の久部良小・中学校での交流・学習支

援体験は学生の「授業」「教師」「教える」イメー

ジを量的にも質的にも変化させた。また，教職意

識については，必ずしも交流・学習支援体験によっ

て高くなってはいなかった。しかし，その理由は

決してネガィブな理由ではなく，真蟄に自分自身

や教師という職業と向かいあったためであった。

そこで，次稿では学生達の日々の記録をテキスト

データーとして分析を試みる予定であるが複雑な

要素を内包した経験による意識への影響は，単純

な数値では表せない部分も多いと推察できた。変

化の聞き取りなどの丁寧な対応も合わせて求めら

れよう。

今回は数回ではあるが，Ｗｅｂカメラによる交

流を試みた。１度出会った者同士を結ぶツールと

しての活用は非常に効果が大きいとの印象を受け

た。今後，このような交流も取り入れながら，継

続していく方法を模索していきたい。

また，どこの学校でもある課題と離島の学校で

あることに起因する課題等の整理をし，どのよう

な時期におけるどのような離島体験が学生にとっ

てより望ましいものになるのか，どのような体験

が学生の教師としての意識や力量に影響するのか，

学生を快く受け入れ，一緒に育ててくださいま

した与那国町教育委員会をはじめとして，与那国

町立久部良小・中学校の教職員の皆様，児童・生

徒の皆さん，保護者の皆様，久部良子ども会の皆

様に心から感謝申し上げます。

又，本稿は平成21年度琉球大学「２１世紀沖縄

子どもフォーラム」の一部であり様々な面で御助

言頂きました事務局の皆様に感謝申し上げます。
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